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復習 4-1 
(1) 正弦定理より， 
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であるから，AB 18 , AC 14  ． 

 
(2) 三角形 ABC の最大角は，最長辺である

AB の対角Cであるから，Cが鋭角か直

角か鈍角かを調べればよい． 
余弦定理より， 
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であるから， cos 0C  より，Cは鈍角．

よって，三角形 ABC は 鈍角三角形 ． 

 
復習 4-2 

 
(1) 余弦定理より， 
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(2) 三角形 ABC の，辺 AB を底辺としたとき

の高さはAC · sin Aである． 
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であり， 0 180A  より sin 0A  であ

るから， 
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(3) 正弦定理より， 
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(4) 三角形 ABC を内心 I で三角形 IAB, IBC, 

ICA に分割すると，内接円の半径 rはこ

れらの三角形の AB, BC, CA を底辺とし

たときの高さになる． 

 
よって， 
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と表せる． 

(2)より， 6 5S  なので， 
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